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プラン東京水道経営プ 2013の概要

施策区分及び課題解決に向けた方向性と取組施策区分及び課題解決に向けた方向性と取組施策区分及び課題解決に向けた方向性と取組施策区分及び課題解決に向けた方向性と取組

区　　分 課　　題 方 向 性

安
定
給
水

震
災
対
策

・平常時はもとより渇水時にも可能
な限り給水を確保すること

・都民の貴重な水源地を守り続けて
いくこと

・大規模浄水場更新時等に安定給水
を確保すること

・渇水に対する高い安全度の確保
・荒廃が進みつつある民有林対策の
推進

・水道施設の更新、整備

・大規模災害に対しても安定給水を
確保し、これまで以上に水道シス
テムの防災性を高めること

・耐震化事業のより効果的な推進
・電力事情に左右されない電力の自
立化

・被災時の災害対応力の向上

経 営 方 針経 営 方 針

　 と首都東京の都市活動を支えるライフラインとして、効東京水道は、都民生活と 率　　経経営

を目指していきます。

　さらに、将来を見据えて、持続可能な事業運営を行うとともに、東京水道の伝さらに、将来を見据えて 統　　を着を
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取　　組

の

＜将来にわたる安定給水の確保＞

　●首都東京を守る水源の確保

　●民有林購入事業の推進

　●大規模浄水場更新に向けた代替浄水施設の整備

　●導水管の二重化及び送水管ネットワークの強化

　●給水所の新設・整備

自

＜防災機能のさらなる強化＞

　●導水管の二重化及び送水管ネットワークの強化

　（再掲）

　●水道施設の耐震化

　●管路の耐震化

　　・水道管路の耐震継手化10ヵ年事業

　　・空気弁耐震化事業

　　・私道内給水管整備事業

＜電力確保に向けた取組＞

　●自家用発電設備の増強

　●配水本管テレメータ等の電源確保

＜応急体制の充実＞

　●消火栓・排水栓の活用

　●応急給水拠点の改造

　●危機管理対応力の向上

効率　　経経営に努めながら、安全でおいしい水の安定供給により、お客さまに喜ばれる水道

伝統　　を着実に引き継いでいきます。を

▲  境浄水場（代替浄水施設を整備予定）

▲  水道管路の耐震継手化工事

▲  消火栓を活用した応急給水訓練
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広
域
的
事
業
運
営

お
客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・多摩地区水道において、市町との
連携・協力の枠組みをより強固に
していくこと

・水道水のイメージ向上等、近隣水
道事業者に共通する課題に対応す
ること

・多摩地区市町との新たな連携・協
力体制の構築

・信頼性の高い送水管ネットワーク
の構築

・近隣水道事業者との広域的な広報
の実施

・多様化するお客さまニーズに対応
すること

・より多くのお客さまに水道事業に
対する理解を深めていただくこと

・震災時等における自助、共助への
支援強化を図ること

・お客さまの立場に立った質の高い
サービスの提供

・水道事業に信頼と親しみを持って
いただくための取組の充実

・広報広聴活動による水道事業への
一層の信頼性向上

・区市町や地域住民など多様な主体
との連携

い
し
い
水

安
全
で
お
い

・ に対する安心を一層高水道水に め、
くのお客さまに蛇口からより多く

水を飲んでいただくこと水を飲ん

・水道水に対するお客さま満足度の
さらなる向上に向けた取組の推進

区　　分 方 向 性課　　題
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▲  多摩丘陵幹線（平成25成2 年度完成予定）5

▲  小中学校の水飲栓直結給水化
　  モデル事業実施校

▲  東京水の飲み比べキャンペーン

▲  配水小管工事で行った現場見学会

協

ク

報

＜多摩地区水道の広域的事業運営＞

　●多摩地区水道改革の着実な推進

　●市町との新たな連携

　●多摩地区における送配水施設の整備

＜国内水道事業者との連携＞

　●国内水道事業者との連携

い

て

の

体

＜お客さまサービスの向上＞

　●お客さまの利便性の向上

＜親しまれる水道への取組＞

　●親しまれる水道施設づくりの推進

　●玉川上水の整備保全　

　●水道工事を活用したイメージアップ

　●まちなか水飲栓の試験設置

＜コミュニケーションの推進＞

　●広報・広聴施策の推進

＜多様な主体との連携＞

　●消火栓・排水栓の活用（再掲）

　●応急給水拠点の改造（再掲）

の
進

＜水質への対応＞

　●高度浄水処理の着実な導入とお客さまへの浸透

　●多摩川水系の水質対策

　●貯水槽水道の適正管理化の推進

＜直結給水方式への切替え促進＞

　●直結給水方式の普及促進

　●直結給水方式への切替えに伴う

　　給水管増径工事の実施

　●小中学校の水飲栓直結給水化モデル事業の推進

取　　組
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国
際
貢
献

・
環
境
対
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

経
営
基
盤
の
強
化

地球環境を次世代に引き継・豊かな地
くため、環境負荷の低減にいでいく

向けた取組を一層進めること向けた取
・非常時にも安定給水を維持するた
め、電力を確保すること

・位置エネルギーや再生可能エネル
ギーなどを可能な限り有効活用

・電力事情に左右されない電力の自
立化

・東京水道の技術やノウハウに対す
る、海外からの様々なニーズへ的
確に対応すること

・東京水道の事業運営ノウハウを活
かした世界の水問題解決

・国内外の関係者と連携した国際貢
献ビジネスの推進

・水道施設の耐震化や大規模浄水
場の更新などの課題に取り組み
つつ、経営基盤を強化すること

・事業運営の効率化
・長期的な視点に立った財政運営

区　　分 課　　題 方 向 性
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ル

自

＜再生可能エネルギー等の有効利用と環境対策＞

　●新たな環境計画の推進

　●再生可能エネルギー等の活用に向けた施設整備

　●省エネルギー浄水場の整備

＜電力の自立化＞

　●自家用発電設備の増強（再掲）

　●配水本管テレメータ等の電源確保（再掲）

活

貢

＜国際施策の推進＞

　●技術とノウハウを活かした人材育成

　●関係者との連携強化及び国際貢献ビジネス

　　の推進

＜監理団体と連携した効率的事業運営＞

　●監理団体と連携した効率的事業運営の推進

＜経営管理手法の活用＞

　●新会計制度への対応

　●大規模浄水場更新積立金の活用

　●外部専門意見の反映

＜東京水道の海外展開（イメージ）＞

▲  太陽光発電設備（三郷浄水場）

▲  監理団体への業務移転
  （浄水場運転管理業務）

※1　　東京水道サービス株式会社（東 TSS）
　　  水道局所管の監理団体
※2　　東京水道インターナショナル株式会社（東 TWI）
　　  世界の水事情を改善するため、海外事業展開を担う主体として、
 　 TSSが平成24年4月に設立した会社

取　　組

6Tokyo Waterworks Management Plan 2013

水道局概要版.qxd  13.2.6 1:31 PM  ページ 6



算定方法標指 達成年次
（目標）

安定給水

確保した水源量
×100

目標とする水源量

  配水区域を持つ浄水場・
給水所の配水池容量

×100
計画一日最大配水量の12時間分

震災対策

耐震化されたろ過池処理能力
×100

ろ過池処理能力

耐震化された配水池容量
×100

配水池容量

初期ダクタイル管取替延長
×100

初期ダクタイル管延長

耐震継手化された管路延長
×100

管路の総延長

耐震継手化された供給ルートの管路延長
×100

供給ルートの管路延長

耐震継手化された供給ルートの管路延長
×100

供給ルートの管路延長

耐震化された給水栓数
×100

避難所・主要な駅の給水栓数

耐震化延長
×100

対象延長

大規模停電時における給水確保量
×100

大規模停電時における給水見込量

安全で
おいしい水

高度浄水配水量
×100

利根川水系配水量

×100
給水栓の全データ数

0.1～0.4mg/Lの給水栓データ数

×100
給水栓の全データ数

貯水槽水道改善指導施設数
×100

貯水槽水道改善指導対象施設数

10年に1回程度発生する規模の
渇水に対応する水源確保率注１（％）

事故時の安定給水確保率（％）

ろ過池耐震施設率（％）

配水池耐震施設率（％）

初期ダクタイル管解消率（％）

管路の耐震継手率（％）

首都中枢・救急医療機関等への
供給ルートにおける耐震継手率（％）

優先避難所注2・主要な駅への
供給ルートにおける耐震継手率（％）

避難所・主要な駅の給水管耐震化率（％）

私道内給水管耐震化率（％）

大規模停電時における給水確保率注3（％）

高度浄水処理率（％）
（利根川水系）

残留塩素目標達成率（％）

トリクロラミン目標達成率（％）

貯水槽水道改善指導率（％）

直結給水率（％）
直結給水件数

×100
給水件数

（実績）
23年度

93

78

76

58

33

29

56

22

18

33

53

74

55

97

－

67

27年度
（計画）

93

78

76

71

73

38

85

42

90

47

67

100

91

100

100

69

注1　この指標は、将来の気候変動による影響も踏まえた厳しい渇水に備え、少なくとも10年に1回程度発生する規模の渇水に対応する
　   ための水源確保割合を示すものである。

注2　優先避難所とは、避難所のうち、建物面積が大きく、給食設備を有する割合が高い、区市町が避難所に指定した小中学校とする。

注3　この指標は、自家用発電設備の増強により、大規模停電時においても確保される給水量を示すものである。

0mg/Lの給水栓データ数

34年度
90

30年度
100

34年度
99

33年度
100

34年度
54

31年度
100

34年度
100

31年度
100

34年度
75

33年度
100

25年度
100

28年度
100

25年度

25年度

25年度
100

27年度
100

34年度
74

100
28年度

設整備指標
施設整備に関する指標は次のとおりりです。
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算定方法標指
23年度
（実績）

25年度
（計画）

26年度
（計画）

27年度
（計画）

経営の
効率性

職員一人当たりの
給水件数（千件/人)

1.91.81.81.7
給水件数

全職員

職員一人当たりの
配水管管理延長（km/人）

配水管管理延長

全職員
6.5 6.7 6.8 7.0

職員一人当たりの
有収水量（千m3/人）

403393389364
有収水量

全職員

給水原価注3（円/m3）
総支出額－関連収入

調定水量
205.9 202.3 202.2 201.4

経営基盤
の強化

職員給与比率（％）
職員給与費

収益的支出＋資本的支出
×100 6.9 6.8 7.3 6.7

企業債残高（億円） 年度末企業債未償還残高 3,353 2,873 2,605 2,447

給水収益に対する
元利償還割合注4（％）

支払利息＋元金償還金

給水収益
×100 13.9 13.6 12.3 9.7

自己資本構成比率（％）
自己資本金＋剰余金

負債＋資本
×100 77.0

（68.6）
81.6

（73.1）
75.2 76.9

健全性 経常収支比率（％）
営業収益＋営業外収益

営業費用＋営業外費用
×100 110.1 112.4 115.5 114.9

注1　指標値は、全て税込みの額により算出している。

注3　給水原価は、総支出額の中に資本的支出額を含めた資金ベースで算出している。

注4　給水収益に対する元利償還割合は、借換分を除いたもので算出している。 

注2　平成26年度以降の指標値は、全て新会計制度に基づき算出した数値である。なお、カッコ内は、参考のため平成26年度から
　　適用となる新会計制度に基づき算出した数値である。

経営指標
経営に関する指標は次のとおりです。

8Tokyo Waterworks Management Plan 2013

水道局概要版.qxd  13.2.6 1:31 PM  ページ 8



不断の経営努力
平成25年度から平成27年度までの3年間で100億円の経費縮減と収入確保に取り組み、現行

の料金水準を維持します。

財政収支計画
平成25年度から平成27年度までの財政収支計画は次のとおりです。

事項 25年度 26年度 27年度 計

事務事業の効率化
(職員定数の削減)

531
(50人)

612
(30人)

936
(70人)

2,079
(150人)

既定経費の節減 695 753 883 2,331

資産の有効活用等 3,327 1,826 437 5,590

計 4,553 3,191 2,256 10, 000

（単位：百万円）

年
度

収　　入 支　　出

収　　支
過不足額

累積収支
過不足額

24年度末
見込
1,497料金 起債 国  庫

補助金
一般会計
繰 入 金

その他 計 営業 
費用

支払 
利息

元  金
償還金

建  設
改良費

その他 計

25

26

27

計

注1　起債及び元金償還金は、借換分を除いたもの

注2　建設改良費は、大規模浄水場更新積立金の積立額を含み、同積立金及び奥多摩水道施設整備積立金の取崩額を除いた額
　　（カッコ内は内書き）

注3　平成26年度以降は、新会計制度に基づき算出した額

（単位：百万円）

312,595 6,677 1,008 4,500 47,085 371,865 237,166 8,550 34,498 92,068
(4,133)

278 372,560 △695 802

313,047 4,422 1,000 4,754 45,195 368,418 240,250 7,249 31,210 90,295
(3,405)

0 369,004 △586 216

313,881 8,517 1,646 5,762 43,732 373,538 241,922 6,319 24,304 101,209
(3,467)

0 373,754 △216 0

939,523 19,616 3,654 15,016 136,012 1,113,821 719,338 22,118 90,012 283,572
(11,005)

278 1,115,318 △1,497
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施設整備主要事業計画

事業費名業事
年度別計画額

25年度 26年度 27年度

24,00067,000水源及び浄水施設整備事業 20,000 23,000

89,000272,000送配水施設整備事業 93,000 90,000

10,00030,000給水設備整備事業 10,000 10,000

123,000123,000123,000369,000計

8,5174,4226,67719,616企業債

1,6461,0001,0083,654国庫補助金

1,6461,0001,0003,646一般会計繰入金

111,191116,578114,315342,084その他

（単位：百万円）

工 程 （年度）

24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

導水施設の整備 原水連絡管の二重化

境浄水場関連導水管整備

大規模浄水場更新
代替施設の整備

境浄水場

三郷浄水場

上流部浄水場

高度浄水施設の建
設

三郷浄水場（二期）

朝霞浄水場（二期）

奥多摩町基幹施設
の整備 浄水施設整備等

送水管ネット
ワークの強化

朝霞上井草線
多摩丘陵幹線 
（拝島～鑓水小山）
多摩南北幹線 
（東村山～拝島）

境浄水場関連送水管整備
配水本管・小管の
耐震強化 耐震継手化10ヵ年事業

給水所の新設 江北給水所

代々木給水所（仮称）

上北沢給水所（仮称）

区部北部給水所

多摩北部給水所

配水池の整備 和田堀給水所

駒沢給水所

幸町浄水所

深大寺浄水所

柴崎浄水所

大塚山給水所

給水設備整備事業

（1）施設整備主要事業計画

（2）主要な施設整備の工期

注　本表では、計画期間（平成25～27年度）に行う主要な施設整備を表示 設計等 工事

財
　
　
源

水
源
及
び
浄
水
施
設
整
備
事
業

送
配
水
施
設
整
備
事
業

10Tokyo Waterworks Management Plan 2013

水道局概要版.qxd  13.2.6 1:31 PM  ページ 10




	表紙CS6
	水道局概要版


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /None
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN (COMTOP)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseNoCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20130212104130
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     1114
     312
    
     None
     Left
     2.8346
     0.0000
            
                
         Both
         70
         AllDoc
         75
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     255.1181
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     12
     11
     12
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





